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京
都
市
図
書
館
に
は
、
行
事
と
本
を
の
せ
て

走
る
専
用
の
車
「
青
い
鳥
号
」
が
あ
り
ま
す
。

　
京
都
市
図
書
館
二
十
館
と
京
都
市
立
芸
術
大

学
や
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
つ
な
ぐ
ブ
ッ
ク

メ
ー
ル
便
や
、
移
動
図
書
館
「
こ
じ
か
号
」
と

は
別
の
車
で
、
図
書
館
司
書
が
行
う
行
事
と
、

本
や
紙
芝
居
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
て
京
都
市
内

を
走
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
三
月
に
策
定
し
た
「
第
３
次

京
都
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
中
で

示
さ
れ
て
い
る
、
公
共
図
書
館
と
学
校
や
幼
稚

園
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
青
い
鳥

号
は
計
画
・
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
十
一
月

に
京
都
市
中
央
図
書
館
が
朱
雀
第
三
小
学
校
へ

出
前
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
に
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。

　
主
な
用
途
は
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
・

中
・
高
・
総
合
支
援
学
校
や
大
学
へ
出
向
い
て

の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
読
み
聞
か
せ
で
す
。
ま
た
、

中
学
生
が
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
の
一
環
で
読
み

聞
か
せ
を
行
う
家
庭
科
授
業
で
の
本
選
び
か
ら

実
演
ま
で
の
講
師
の
派
遣
、
新
一
年
生
に
図
書

館
の
使
い
方
の
説
明
を
兼
ね
た
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
と
読
み
聞
か
せ
を
行
う
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
一
年

生
」、
学
校
図
書
館
の
蔵
書
を
充
実
さ
せ
る
た

め
図
書
委
員
が
行
う
選
書
会
議
な
ど
の
場
面
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
学
校
だ
け
で
な
く
、

京
都
府
立
植
物
園
や
「
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
と
し
て

区
役
所
や
公
民
館
、
お
寺
や
高
齢
者
施
設
、
病

院
な
ど
様
々
な
施
設
で
の
読
書
に
関
す
る
活
動

や
図
書
館
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
地
蔵
盆
や
地
域
の
お

祭
り
で
の
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
様
々
な
形

で
運
用
し
て
い
ま
す
。
開
始
か
ら
五
年
間
は
毎

年
一
〇
〇
回
程
度
の
出
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、

令
和
二
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
以
降
は
、
図
書
館
の
臨
時
閉
館
・
学
校
の
休

校
に
よ
る
行
事
の
中
止
な
ど
で
出
動
自
体
が
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
の
令
和

四
年
度
は
年
間
五
十
回
程
度
、
今
年
度
は
七
月

現
在
で
既
に
約
三
十
回
の
出
動
依
頼
が
あ
り
、

少
し
ず
つ
以
前
の
状
態
に
戻
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
青
い
鳥
号
は
軽
ワ
ゴ
ン
車
で
、
後
部
座
席
に

木
製
本
棚
二
台
を
搭
載
、
約
二
〇
〇
冊
の
本
を

収
納
で
き
る
よ
う
改
造
さ
れ
て
い
る
た
め
、
乗

車
人
数
は
二
名
で
す
。
ま
た
、
移
動
図
書
館
こ

じ
か
号
の
前
身
で
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
約

十
五
年
間
京
都
市
内
を
走
っ
て
い
た
、
巡
回
文

庫
自
動
車
「
青
い
鳥
号
」
の
名
前
を
引
き
継
い

で
い
ま
す
。

　
青
い
鳥
号
の
予
定
管
理
は
中
央
図
書
館
が

担
っ
て
お
り
、
市
内
図
書
館
二
十
館
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
能
な
共
有
ド
ラ
イ
ブ
に
設
定
さ
れ
て
い

る
運
行
予
定
表
に
て
、
各
館
が
希
望
日
時
の
空

き
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
中
央
図
書
館
へ
連

絡
す
る
と
予
約
が
完
了
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
担

当
の
専
門
主
事
が
運
転
も
し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
の
専
用
車
両
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
よ
う
に
と
、
車
体
の
イ
ラ
ス
ト
を
京
都
市

立
銅
駝
美
術
工
芸
高
校
（
現
京
都
市
立
美
術
工

芸
高
校
）
の
生
徒
二
名
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
れ

ま
し
た
。
車
の
側
面
に
は
本
と
一
緒
に
幸
せ
を

運
ん
で
き
て
く
れ
る
青
い
鳥
た
ち
、
後
方
の

ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク
に
は
知
恵
の
象
徴
で
あ
る
ふ
く

ろ
う
と
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
ん
で
い
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
外
側
か
ら
は
カ
ラ
フ

ル
な
イ
ラ
ス
ト
が
楽
し
く
、
ま
た
ハ
ッ
チ
バ
ッ

ク
や
ド
ア
を
開
け
放
っ
て
本
棚
の
本
を
見
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
（
雨
除
け
に
も
な
り
ま
す
）、

図
書
館
な
ら
で
は
の
車
両
は
子
ど
も
た
ち
に
も

好
評
で
す
。
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京
都
府
立
植
物
園
の
フ
ェ
ス
タ
な
ど
へ
出
向

い
た
際
に
は
、
ド
ア
が
開
く
と
す
ぐ
に
本
棚
が

あ
り
絵
本
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
、
と
い
う
こ
と
だ

け
で
も
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、「
好
き

な
本
読
む
よ
〜
」
の
声
掛
け
に
は
、
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
本
を
選
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
い
つ
も
の
図
書
館
と
は
違
う
場
所
で
、
ど
う

し
た
ら
こ
の
場
と
本
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か

を
考
え
な
が
ら
、
設
営
や
行
事
を
行
う
の
は
体

力
も
必
要
で
大
変
で
す
が
、
来
て
く
れ
た
人
た

ち
の
笑
顔
や
「
面
白
か
っ
た
」「
ま
た
図
書
館

に
も
行
く
わ
」
の
一
言
で
、
疲
れ
が
吹
っ
飛
び

ま
す
。
図
書
館
に
足
を
運
ば
な
く
て
も
、
図
書

館
を
感
じ
て
も
ら
え
た
り
、
知
っ
て
も
ら
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
き
な
ツ
ー
ル
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
青
い
鳥
号
の
活
用
の
幅
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
本
市
三
図
書
館
に
お
い
て
電
子
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
の
は
、
令
和
三
年
三
月

二
十
四
日
で
、
京
都
府
内
公
立
図
書
館
で
は
初

め
て
の
試
み
で
し
た
。

　
導
入
の
目
的
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
来
館
者
の
密
集
を
回
避
（
分

散
）
す
る
と
と
も
に
、『
宇
治
市
図
書
館
事
業

計
画
』
に
掲
げ
て
い
た
「
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
図
書
館
」
を
目
指
し
て
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
利
用
者
は
、
図
書
館
に
来
館
す
る
こ
と
な

く
、
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
電
子
書
籍
の
閲

覧
・
貸
出
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
電
子
図
書
館
専
用
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
電
子
書
籍
約
五
〇
〇
〇
点
で
開
始
し
た
本

サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
令
和
三
年
度
末
時
点
で
の

登
録
点
数
は
五
八
六
九
点
で
、
登
録
者
数
は

二
四
九
〇
人
、
の
べ
貸
出
点
数
は
一
一
、六
一
四

点
で
あ
り
、
登
録
者
数
及
び
貸
出
点
数
を
増
や

す
こ
と
は
、
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
四
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
本
市

教
育
委
員
会
の
「
第
３
次
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
計
画
」
で
は
、
読
書
が
嫌
い
な
児
童
・
生

徒
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
基
本

方
針
に
「
子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
機
会
の
提

供
と
環
境
の
整
備
・
充
実
」
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
一
方
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
き
、
小
中
学
生
に
は
一
台
ず
つ
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
端
末
等
を
活
用
し
、
学
校
や

家
庭
等
で
い
つ
で
も
電
子
書
籍
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
・
生

徒
の
読
書
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
読
書

活
動
や
学
習
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
電
子
図
書
館
学
校
連
携
事
業
を
開
始

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
宇
治
市
立
小
学
校
二
十
二
校

の
三
年
生
以
上
約
六
一
〇
〇
人
、
中
学
校
十
校

の
全
学
年
約
四
六
〇
〇
人
に
、
電
子
図
書
館
の

学
校
連
携
専
用
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
（
利
用
者
Ｉ
Ｄ
及

び
パ
ス
ワ
ー
ド
）
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
電

子
図
書
館
に
朝
読
書
や
調
べ
学
習
な
ど
に
役
立

つ
小
中
学
生
向
け
電
子
図
書
等
を
整
備
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
事
業
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
財
政
当
局

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
市
教
育
委
員
会
事
務

局
担
当
課
と
協
議
を
重
ね
、
ま
た
、
学
校
に
も

具
体
的
に
行
う
業
務
を
説
明
す
る
形
で
進
め
て

い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
令
和
四
年
度
当
初
予

算
に
導
入
経
費
等
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
、

同
年
七
月
、
何
と
か
夏
休
み
が
始
ま
る
前
に
学

校
連
携
専
用
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
生
向
け
の
電
子
図
書
も
新
た

に
約
一
〇
〇
〇
点
購
入
し
、
青
空
文
庫
も
含
め

て
登
録
点
数
は
約
一
七
、五
〇
〇
点
と
前
年
度

末
と
比
べ
る
と
約
三
倍
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
本
選
び
に
迷
う
子
ど
も
の
た
め
に
、
ア
ク

セ
ス
し
た
最
初
の
画
面
が
「
キ
ッ
ズ
＆
テ
ィ
ー

ン
ズ
」
に
な
る
よ
う
に
設
定
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
七
月
か
ら
八
月
の
二
か
月
間

の
貸
出
点
数
は
前
年
度
の
二
〇
四
二
点
か
ら

三
〇
、五
八
七
点
と
約
十
五
倍
と
な
り
、
そ
の

う
ち
学
校
連
携
専
用
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
で
の
貸
し
出

し
が
二
八
、二
三
三
点
と
九
割
以
上
と
な
り
ま

し
た
。

　
令
和
四
年
度
末
実
績
で
は
、
電
子
書
籍
点
数

は
、
一
八
、四
〇
七
点
、
登
録
者
数
は
、
一
五
、

八
二
四
人
（
う
ち
学
校
連
携
分
一
一
、七
三
〇

人
）、
貸
出
点
数
は
九
七
、
六
三
七
点
（
同

八
四
、五
八
六
点
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
連
携
事
業
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
読

書
習
慣
の
な
い
小
中
学
生
が
本
に
触
れ
た
り
、

家
族
で
図
書
館
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
を
提
供
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
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コ
ン
テ
ン
ツ
数
約
一
万
八
千
点
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
選
書
は
、
図
書
購
入
の
選
書
を
担
当

す
る
職
員
で
手
分
け
し
て
当
た
り
ま
し
た
。
約

七
万
点
の
販
売
リ
ス
ト
を
元
に
分
類
別
リ
ス
ト

を
作
成
、
児
童
書
リ
ス
ト
を
分
離
し
、
そ
れ
ぞ

れ
選
書
冊
数
を
定
め
ま
し
た
。
原
則
と
し
て
図

書
の
選
書
基
準
に
則
り
な
が
ら
、
図
書
で
は
対

象
と
し
て
い
な
い
書
き
込
み
式
の
問
題
集
や
音

声
読
み
上
げ
機
能
付
き
な
ど
、
電
子
書
籍
に
特

長
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
積
極
的
に
選
び
ま
し

た
。
提
供
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
紙
の

本
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
全
体
的
に

は
出
版
社
や
著
者
が
限
ら
れ
る
ほ
か
、
ラ
イ
セ

ン
ス
販
売
型
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
底
本
の
出
版

年
が
古
い
な
ど
、
新
刊
図
書
の
選
書
に
比
べ
自

由
度
が
少
な
い
こ
と
で
苦
労
し
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
児
童
・
生

徒
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
備
さ
れ
て

お
り
、
電
子
図
書
館
の
導
入
ま
で
に
市
内
公
立

小
中
学
生
約
六
千
人
に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

付
与
し
、
校
長
会
で
説
明
を
行
い
、
教
員
へ
利

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
送
付
し
ま
し
た
。
三
段
池
公

園
に
は
児
童
科
学
館
と
二
〇
二
二
年
十
一
月
に

開
設
し
た
子
育
て
支
援
拠
点
「
り
と
る
ハ
ピ
ネ

ス
」
で
電
子
書
籍
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
端
末

を
配
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
電
子
図
書
館
開
始
時
期
に
あ
わ
せ

て
、
市
の
広
報
誌
で
図
書
館
特
集
号
を
、
図
書

館
報
で
電
子
図
書
館
特
別
号
を
発
行
す
る
な

ど
、
広
報
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
電
子
図
書

館
の
利
用
案
内
は
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初
か
ら

電
話
問
い
合
わ
せ
や
カ
ウ
ン
タ
ー
で
対
応
し

て
い
ま
し
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
操
作
し
な
が
ら
説
明
す
る
必
要

　
今
後
も
、
電
子
書
籍
を
順
次
購
入
し
て
登
録

点
数
を
増
や
し
て
い
く
等
、
電
子
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
そ
れ
が
、
子
ど
も

た
ち
の
読
書
意
欲
を
よ
り
一
層
高
め
、
読
書
習

慣
の
定
着
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
「
ふ
く
ち
や
ま
電
子
図
書
館
」
を
開
始
し
て
、

約
一
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
二
〇
二
二
年
一

月
二
十
日
の
開
始
か
ら
二
〇
二
三
年
三
月
末
ま

で
の
利
用
状
況
は
、
貸
出
数
二
四
一
、六
〇
五

点
、
閲
覧
数
四
九
六
、五
一
八
点
と
、
Ｔ
Ｒ
Ｃ

（
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
）
の
電
子
図
書
館
を

導
入
し
た
全
国
二
七
九
館
中
、
人
口
あ
た
り
の

年
間
貸
出
数
、
閲
覧
数
と
も
に
一
位
に
な
り
ま

し
た
。（
二
〇
二
二
年
十
月
時
点
）

導
入
か
ら
開
始
当
初

　
コ
ロ
ナ
禍
で
非
来
館
型
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
導
入
の
検
討
が
始
ま
り
、
財
源
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
が
活
用
で
き
る
こ
と
で
一
気
に
進
展
し

ま
し
た
。

　
事
業
者
は
、
①
選
書
が
で
き
る
②
既
存
の
図

書
館
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
・
非
連
携
の
両
方
を

扱
え
る
③
独
自
資
料
登
録
の
機
能
が
あ
る
Ｔ
Ｒ

Ｃ
と
契
約
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ン
ツ
は
「
青
空
文
庫
」
を
含
む
ス

タ
ー
タ
ー
セ
ッ
ト
約
八
千
点
の
他
、
一
般
書
、

児
童
書
（
絵
本
を
含
む
）
各
五
千
点
を
購
入
し
、

性
を
感
じ
、
広
報
を
兼
ね
た
使
い
方
講
座
を

二
〇
二
二
年
五
月
か
ら
月
二
回
三
か
月
間
開
催

し
ま
し
た
。
開
催
時
期
が
遅
か
っ
た
た
め
、
参

加
は
九
人
と
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
視
覚
障
害

者
協
会
の
方
も
参
加
さ
れ
て
視
覚
障
害
の
あ
る

方
が
電
子
図
書
館
を
使
え
る
か
の
検
証
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
読
み
上
げ
機
能
が
あ
る

と
は
い
え
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方
が
扱
う
に
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

一
年
半
が
経
過
し
て

　
電
子
図
書
館
の
利
用
数
が
伸
び
た
大
き
な
要

因
は
、
前
述
し
た
小
中
学
校
で
の
利
用
で
す
。

特
に
小
学
校
で
は
、
朝
読
書
や
自
習
を
中
心
に
、

授
業
で
の
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
読
ん
で
い
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
が
、
小
学
校
の
教
員
か
ら
は
「
朝
読

書
の
時
間
に
ざ
わ
つ
き
が
な
く
な
っ
た
」
と
の

声
も
聞
い
て
い
ま
す
。
小
学
生
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
現
場
の
声
を
取
り
入
れ
て
サ
イ
ト
を

改
善
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
セ
ン
ス
の
種
類
は
買

取
型
と
期
間
限
定
型
が
あ
り
、
導
入
時
に
も
買

取
型
の
購
入
を
優
先
し
て
き
ま
し
た
が
、
魅
力

的
な
内
容
を
保
つ
た
め
に
は
期
間
限
定
型
も
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
現
在
ま
で
の
お
お
よ
そ

の
割
合
は
買
取
型
四
割
、
期
間
限
定
型
六
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。
期
間
を
待
た
ず
に
限
度
回
数

に
達
し
て
終
了
す
る
も
の
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

来
年
二
〇
二
四
年
一
月
か
ら
は
二
年
間
の
期
限

切
れ
コ
ン
テ
ン
ツ
も
多
数
出
て
く
る
た
め
、
計

画
的
に
選
書
し
、
児
童
書
を
中
心
に
利
用
回
数

の
多
い
も
の
は
読
み
放
題
セ
ッ
ト
も
取
り
入
れ

て
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
一
般
利
用
の
強
化
と
地
域
資
料
の

公
開
が
課
題
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
法
や
著

作
権
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
市
刊
行
物

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
約
一
年
半
が
経
過
し

て
、
購
入
や
サ
イ
ト
を
新
鮮
に
保
つ
た
め
の
管

理
な
ど
、
電
子
図
書
館
の
運
営
に
、
考
え
て
い

た
よ
り
も
手
が
か
か
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
出
版
事
情
は
徐
々
に
改
善
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
紙
の
本
と
比
べ
る
と
圧
倒
的

に
出
版
が
少
な
く
、
提
供
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ

ン
ツ
数
や
種
類
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
電
子
書
籍
は
紙
の
本
を
補
う
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
電
子
機
器
が
身
近
に
あ
る
こ
れ
か
ら
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
紙
の
本
と
電
子
書

籍
を
併
用
す
る
の
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
る

で
し
ょ
う
。
読
書
や
図
書
館
利
用
へ
つ
な
が
る

重
要
な
選
択
肢
と
し
て
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願

い
、
電
子
図
書
館
の
環
境
改
善
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
Ｘ
）・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ)

は
、
二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
四
月
に
始
ま

り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
の
約
四
年
間
継
続
し
て

運
用
を
行
い
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
七
月
現

在
ま
で
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

（
Ｘ
）
三
三
〇
〇
人
超
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

五
四
〇
人
超
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
は
指
定
管
理
者
「
コ
ン
グ
レ
・
日
本

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
法
に
つ
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
法
に
つ
い
て

京
都
学
・
歴
彩
館

京
都
学
・
歴
彩
館
　　
長
元
　
美
緒

長
元
　
美
緒

ふ
く
ち
や
ま
電
子
図
書
館
に
つ
い
て

ふ
く
ち
や
ま
電
子
図
書
館
に
つ
い
て

��

福
知
山
市
立
図
書
館

福
知
山
市
立
図
書
館
　　
中
嶋
　
善
彦

中
嶋
　
善
彦

谷
垣
　
啓
子

谷
垣
　
啓
子



（4）

管
財
・
丸
善
雄
松
堂
共
同
事
業
体
」
が
管
理
し

て
い
ま
す
。）

　
歴
彩
館
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ン

を
増
や
す
こ
と
を
運
用
目
的
と
し
、「
京
都
府

立
京
都
学
・
歴
彩
館
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

（
Ｘ
）・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
）
運
用
方
針
」
を

策
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
よ
け
れ
ば
そ
ち
ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

運
用
体
制

　
歴
彩
館
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
館
内
の
三
つ
の

課
（
資
料
課
・
京
都
学
推
進
課
・
企
画
総
務
課
）

で
共
有
し
て
い
ま
す
。
各
課
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
担
当
の

職
員
が
お
り
、
課
内
で
決
裁
し
た
記
事
を
投
稿

し
た
り
、
投
稿
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
・
調
整

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
投
稿
は
、
よ
り
多

く
の
人
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ア
ク
テ
ィ
ブ

ユ
ー
ザ
ー
の
多
い
時
間
帯
や
、
時
事
を
狙
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
予
約
投
稿
し
て
い
ま
す
。

資
料
課
で
は
…

　
図
書
や
文
書
を
担
当
す
る
資
料
課
で
は
、
講

座
や
イ
ベ
ン
ト
、
資
料
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
案

内
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
よ
る
資
料
紹
介
、
歴
彩
館
な
ら

で
は
の
所
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
「
＃
京

都
あ
れ
こ
れ
」、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
発
信

が
現
在
の
主
な
投
稿
内
容
で
す
。
記
事
の
作
成

は
、
担
当
を
定
め
ず
、
資
料
課
の
全
職
員
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
担
当
者
か
ら
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
な
か

な
か
全
職
員
に
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
を
巻
き
込
む

こ
と
が
長
続
き
の
コ
ツ
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
記
事
作
成
時
に
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
#
歴
彩
館
」
を
付
け
る
こ
と
と
画
像
を
付
け

る
こ
と
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
常
に
膨
大
な
量
の
情
報

が
流
れ
て
い
き
、
発
信
し
た
情
報
が
す
ぐ
に
表

示
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
少
し
で
も
立
ち
止
ま
っ
て
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
歴
彩
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
上
の
画
像
や
、
著
作
権
保
護
期
間
を
満
了
し

て
い
る
資
料
を
撮
影
し
添
付
す
る
こ
と
で
、
少

し
で
も
目
を
ひ
く
記
事
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
例
そ
の
一

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
Ｘ
）
企
画

「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
バ
ト
ル
」
に
参
戦
（
参
加
）
し

た
と
き
の
こ
と
。「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
バ
ト
ル
」
と

は
、
出
さ
れ
た
お
題
に
対
し
て
、
全
国
の
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
（
学
芸
員
）
た
ち
が
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

（
Ｘ
）
上
で
自
館
が
所
蔵
す
る
〝
イ
チ
オ
シ
〞
を

紹
介
す
る
企
画
で
す
。
歴
彩
館
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ア
ン
チ
ー
ム
も
参
戦
し
て
み
ま
し
た
。
今
年
度
、

「
＃
イ
チ
推
し
生
き
も
の
」
の
お
題
に
対
し
、

当
館
の
『
鳥
獣
略
画
式
』
の
動
物
た
ち
を
紹
介

し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
ご
好
評
い
た
だ
き
、

六
〇
〇
〇
件
を
こ
え
る
「
い
い
ね
」
が
付
き
ま

し
た
。
普
段
、
歴
彩
館
と
接
点
の
な
い
方
々
の

目
に
も
触
れ
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
獲
得
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ら
で
は
の
切
り
口
で

の
発
信
の
効
果
を
実
感
し
た
出
来
事
で
す
。

取
り
組
み
例
そ
の
二

　
歴
彩
館
で
受
け
付
け
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例

は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
後
「
レ
フ
ァ
協
」）
に
登
録

し
て
い
ま
す
。
新
た
に
登
録
し
た
事
例
を
レ

フ
ァ
協
へ
の
リ
ン
ク
を
つ
け
て
投
稿
し
た
り
、

レ
フ
ァ
協
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
歴
彩
館

の
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
リ
ツ
イ
ー
ト
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
、

歴
彩
館
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
依
頼
し
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
に
よ

り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
の
共
有
の
み
な
ら

ず
、
利
用
を
促
せ
る
こ
と
に
も
結
び
付
き
ま
し

た
。

取
り
組
み
例
そ
の
三

　
歴
彩
館
で
は
、
お
す
す
め
の
資
料
に
手
作
り

の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
添
え
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
資

料
と
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
を
撮
影
し
て
投
稿
し
、
所
蔵
資

料
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
書

影
に
つ
い
て
出
版
者
に
使
用
許
諾
を
取
り
、
出

版
者
名
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
て
投
稿
し
て

い
ま
す
。
ア
ッ
プ
し
た
投
稿
に
出
版
者
が
リ
ツ

イ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と
も
。
歴
彩
館
で
は
出

版
者
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
く
資
料
も
多
く
、
こ

う
し
た
出
版
者
と
の
繋
が
り
も
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

最
後
に

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
潜
在
的
な
利
用
者
層
に
も
広
範
囲

で
働
き
か
け
る
こ
と
に
優
れ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
、
歴
彩
館
や
京
都

の
フ
ァ
ン
を
全
国
的
に
も
増
や
し
て
い
け
る
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
繋
が
り
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
京
図
連
協
研
修
予
定

北
部
　
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

テ
ー
マ
「
複
合
施
設
と
図
書
館
」

場
　
所
　
綾
部
市
図
書
館

講
　
師
　
李
　
明
喜
氏

　
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ソ
ー
ス
・

　
ガ
イ
ド
株
式
会
社
）

中
部
　
令
和
五
年
十
月
〜
十
一
月
ご
ろ

（
予
定
）

テ
ー
マ
「
伝
わ
り
や
す
い
広
報
物
等
の
作

　
　
り
方
（
予
定
）
」

場
　
所
　
調
整
中

講
　
師
　
調
整
中

南
部
　
令
和
五
年
十
二
月
十
三
日
（
水
）

テ
ー
マ
「
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
〜
図
書
再

生
機
の
操
作
方
法
及
び
障
が
い

者
へ
の
接
遇
に
つ
い
て
〜
」

場
　
所
　
府
立
図
書
館

講
　
師
　
高
木
美
智
子
氏
・
饗
場
野
枝
氏

（
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
）

第
三
十
二
回
京
都
図
書
館
大
会

テ
ー
マ
「
デ
ジ
タ
ル
化
と
図
書
館
（
仮
）」

日
　
程
　
十
一
月
二
十
日
（
月
）

場
　
所
　
京
都
学
・
歴
彩
館
大
ホ
ー
ル

＝
会
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
＝

　
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
過
去
の
会
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

御
利
用
く
だ
さ
い
。




